
1 MINPAKU ASSOCIATES NEWSLETTER / No.260   2020. 8

発行日 2020 年 8 月 1 日
編集・発行　一般財団法人千里文化財団

「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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こ
の
た
び
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
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な
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ま
に
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謹
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で

お
見
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い
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申
し
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一
日
も
早
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と
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な
さ
ま
の

ご
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全
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ら
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祈
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申
し
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ま
す
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の
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に

よ
り
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便
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が
お
手
元
に
届
か
な
い
、
も
し
く
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行
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送
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事
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で
ご
連
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く
だ
さ
い
。

随
時
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

友
の
会
講
演
会
は
一
九
七
八
年
六
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
の
た
び
第
五
〇
〇
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
そ
し
て
何
よ
り
毎
月
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
友
の
会
会
員
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
は
み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
で
あ
り
、
友
の
会
を

運
営
す
る
千
里
文
化
財
団
の
会
長
で
も
あ
っ
た
梅
棹
忠
夫

先
生
の
生
誕
一
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
ぱ
く

で
は
九
月
三
日（
木
）よ
り
、
梅
棹
忠
夫
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

企
画
展「
知
的
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。
そ

こ
で
通
算
五
〇
〇
回
を
記
念
す
る
こ
の
た
び
の
友
の
会
講
演

会
は
、梅
棹
先
生
の
知
的
生
産
活
動
の
原
点
で
あ
る
「
探
検
」

に
焦
点
を
当
て
、
対
談
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
防
止
策
を
講
じ
つ
つ
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
開

催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
対
談
の
様
子
は
後
日
、
友
の
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
み
ん
ぱ
く
友
の
会
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
、

ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

※
本
講
演
会
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
予
定
し
て
い
た
第
5
0
0
回

友
の
会
講
演
会
を
延
期
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

知
的
生
産
の
フ
ロン
テ
ィ
ア
の
原
点

探
検
家 
梅
棹
忠
夫
を
語
る

第
５
０
０
回
記
念
国
立
民
族
学
博
物
館
友
の
会
講
演
会

梅
棹
忠
夫
生
誕
１
０
０
年
記
念
対
談

対
談  

石
毛 

直
道（
民
博
元
館
長・名
誉
教
授
）

　
　  

𠮷
田 

憲
司（
民
博
館
長
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
　 

飯
田 

卓（
民
博
教
授
）

日　時　2020年9月5日（土）
                   13時30分〜15時30分（開場13時）

場　所　国立民族学博物館 講堂
参加費　無料 （定員105名／要事前申込先着順）

ご
来
館
時
の
制
限
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た

国
立
民
族
学
博
物
館
は
時
間
を
短
縮
し
て
再
開
し
ま
し
た
が
、

７
月
９
日（
木
）よ
り
従
来
通
り
の
時
間
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、７
月
よ
り
催
し
物
を
順
次
再
開
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
：
10
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
半
ま
で
） 

休 

館  

日
：
毎
週
水
曜
日（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

※
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
は
11
時
〜
16
時
半（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
は
16
時
）。

※
図
書
室
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す（一部
休
止
中
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）。

https://www.minpaku.ac.jp

・本館展示再開に関するご案内はみんぱく
ホームページのトップページをご確認くだ
さい。

・催し物は、感染症予防の観点から定員や
申込方法が異なります。
催し物のスケジュールや
参加方法の詳細は2ペー
ジをご確認ください。

友の会講演会は500回を迎えました！

https://www.senri-f.or.jp/umesao100/

受付フォーム、もしくは往復ハガキでお申し込みください。
ご本人を含む 2 名様まで承ります。
催し詳細、受付方法は、フライヤーなら
びに下記 URL をご確認ください。

  友の会会員 8月1日（土）
  一般　　　 8月7日（金）
   ※往復ハガキは8月20日（木）まで

申込開始日
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7月より館内催し物を順次再開しています。
感染予防の観点から当面は人数制限を設けるため、定員や申込方法が異なりますので、ご協力をお願いいたします。
ゼミナールや映画会には維持会員と正会員のみなさまを対象に先行予約がございます。
会員先行予約は該当期間中に事務局までご連絡ください。なお、事前予約が定員に達した場合は、一般受付をご利用ください。

館内催し物を再開します！
ー申込方法のご案内ー

●友の会講演会 【予約制】
　8/1(土) 第503回 齋藤晃
　9/5（土）第500回記念 
               石毛直道、𠮷田憲司、飯田卓
●みんぱくゼミナール 【予約制】
　8/15(土) 第501回 奈良雅史
　9/19(土) 第502回
　　　　　  小長谷有紀、高野明彦、飯田卓
●みんぱく映画会・みんぱくワールドシネマ 【予約制】
　9/12（土）「判決、ふたつの希望」
●みんぱくウィークエンド・サロン【当日先着順】
　8/9（日）奈良雅史、8/23（日）伊藤敦規
　8/30（日）菅瀬晶子
　9/13（日）丸川雄三、9/27（日）飯田卓

8月・9月のイベントスケジュール

■企画展
　9/3（木）〜10/20（火）
　梅棹忠夫生誕100年記念企画展
　「知的生産のフロンティア」

予約の必要なみんぱく催しの受付方法

◆都合によりスケジュールを変更する場合があります。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

感染予防にご協力ください

第503回
福音以前の祖先の救済―キリシタン時代の日本
講師　齋藤 晃（民博 教授）
日時　8月1日（土）　13：30～14:40（開場13：00）
会場　本館講堂（定員110名）
※講堂での聴講は、会員無料（会員証提示）、一般500円

詳細・受付フォームはこちら
https://www.senri-f.or.jp/503tomo0801/

8/1（土）の友の会講演会について

第 503 回友の会講演会は下記 2 種類の方法で開催す
ることが決まりました。

（1）館内講堂にてご聴講
（2）上記講義のオンライン配信でのご聴講（会員のみ）
オンライン聴講ご希望の方は、電話、FAX、下記予約
フォームより事前にお申し込みください。

来館者のみなさまへのお願い、博物館の感染症対策をみんぱ
くホームページのトップページで公開しています。
みんぱくでは当面のご来館に際して、オンラインでの事前予約
をおすすめしています。受付フォームもトップページにございま
す。友の会会員は不要ですが、同行者が非会員の場合、オンラ
イン予約をおすすめください。スムーズにご入場いただけます。
なお催しの参加予約をされている方も不要です。

※要展示観覧券（友の会会員は会員証提示）。事前に予約された方は入場整理券を当日11時から
本館2階講堂前にて配布します。

※定員に満たない場合11時から本館2階講堂前にて当日参加を受け付けますが、満席の場合は
入場できません。

　みんぱくゼミナール  会場：本館講堂／定員112名

第501回

出稼ぎ先は「小さな国連」
――国際貿易都市・浙江省義烏市に暮らすムスリムたち
講師　奈良 雅史（民博 准教授）
日時　8月15日（土）13：30～15：00（開場13：00）

期間：7月27日（月）〜8月13日（木） ★申込先着順／本人を含む2名まで
　・オンライン予約 （定員74名）
 　みんぱくホームページの本催し告知ページ内にある予約サイトよりお申し込みください。
　・当日参加 （定員38名）
 　11時から本館2階講堂前にて受け付けます。
 　※友の会会員の先行予約はありません。

申込
方法

第502回

梅棹忠夫に学んだ知的生産の技術
講師　小長谷 有紀（民博 客員教授）、 高野 明彦（国立情報学研究所 教授）
　　　飯田 卓（民博 教授）
日時　9月19日（土）13：30～15：00（開場13：00）

●友の会（維持会員・正会員）電話先行受付 （定員24名）
　期間：8月7日（金）～8月14日（金） ★申込先着順／本人を含む2名まで
　【申込先】千里文化財団友の会事務局
   06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）
●一般受付
　期間：8月17日（月）～9月17日（木） ★申込先着順／本人を含む2名まで
　・オンライン予約 （定員50名）
 　みんぱくホームページの本催し告知ページ内にある予約サイトよりお申し込みください。
　・当日参加 （定員38名）
　 11時から本館2階講堂前にて受け付けます。

申込
方法

※事前に予約された方は入場整理券を当日11時から本館2階講堂前にて配布します。

判決、ふたつの希望
司会　菅瀬 晶子（民博 准教授）
日時　9月12日（土）13：30～16:30（開場13：00）

　みんぱく映画会・みんぱくワールドシネマ  会場：本館講堂／定員112名

●友の会（維持会員・正会員）電話先行受付 （定員24名）
　期間：8月4日（火）～8月11日（火） ★申込先着順／本人を含む2名まで
　【申込先】千里文化財団友の会事務局　
   06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）
●一般受付 （定員88名）
　期間：8月12日（水）～9月10日（木） ★申込先着順／本人を含む2名まで
　・オンライン予約
 　みんぱくホームページの本催し告知ページ内にある予約サイトよりお申し込みください。
　・メール・電話予約
　 予約の際に、①「9月12日ワールドシネマ」、②参加人数、参加者全員の（③氏名
　 ［漢字・ふりがな］、④電話番号、⑤メールアドレス、⑥住所）をお知らせください。
    【申込先】千里文化財団イベント予約受付
    yoyaku-event@minpaku.ac.jp／06-6877-8894（9時～16時、土日祝を除く）

申込
方法
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千里文化財団 2019年度事業概要報告
国立民族学博物館友の会は千里文化財団が運営しております

　千里文化財団は、民族学・文化人類学等の振興を図るため、関係諸機関と連携し
その普及に努めています。それらの活動を通して人類の多様な社会や文化に対する
市民の理解と教養を培い、社会の発展に寄与することを目的に各種事業をおこなっ
ております。
　2019年度は、前年度の大阪府北部地震に伴う臨時休館により実施できなかった、
拡充した友の会サービスの普及とともに、キャンペーン等による友の会会員増強に
努めました。本年2月28日から新型コロナウイルス感染症拡大の影響により臨時
休館となり、さらに厳しい状況となっていますが、オンライン利用及び動画配信等、
新たな会員向けの情報発信に取り組んでおります。 第93回民族学研修の旅

「インドネシア東部、ヌサトゥンガラ諸島の住まいを訪ねる」

・｢梅棹忠夫アーカイブズ資料の整理及びそれに基づく基礎データの整備並びに支援業務｣事業への協力、研究活動の支援
  ※上記の一部データはweb上で公開されています。 http://nmearch.minpaku.ac.jp/umesao-archives/index.html/
・家庭学術雑誌である『季刊民族学』4号（168号〜171号）を編集、発行
・各種講演会・セミナー等を企画実施。講演会は大阪14回810名、東京4回230名。体験セミナー2回、民族学研修の旅2回、午餐会1回

国立民族学博物館（以下みんぱく）の協力のもと、学術情報を広く一般に提供する各種事業を企画・実施しました。

民族学・文化人類学の振興
  2019年度事業概要

・「国立民族学博物館友の会」の運営：
　市民による博物館への支援と積極的な活用を目的とし、開館当初より活動を継続。 2019年度は春及び秋に入会キャンペーンを実施した。
・みんぱくの広報誌『月刊みんぱく』の編集協力等（受託事業）
・ミュージアム・ショップの運営（みんぱく広報、及び教材制作及び頒布事業）
・みんぱくキャンパスメンバーズの運営
・オリジナルカレンダー（特別展「驚異と怪異ー想像界の生きものたち」関連）の制作及び広報普及活動
・特別展・企画展関連書籍の校正協力、再版等
・特別展関連イベントの運営協力（受託事業）
・来館者の学習支援事業（受託事業）：
　展示案内学習支援等業務、研究資料整理・情報化及び利用管理業務、民族学資料共同利用窓口業務 ほか

その他、特別展及び企画展の各種広報活動、館外催しへの協力事業

より多くの方にみんぱくに来館いただき、活用していただくことを目的とした各種事業を実施しました。

みんぱくの利用促進支援

・出前授業プログラム開発及び普及
・各地の博物館等の施設を活用する巡回展
　名称：｢国立民族学博物館コレクション 世界のかわいい衣装｣
　会期：2019年11月13日（水）〜11月25日（月）　入場者数：11,802人　会場：阪急うめだ本店9F 阪急うめだギャラリー
・各地の博物館展示案内等の編集業務、各種出版事業
　ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）展示案内『瀬戸内の交流―まちのにぎわい、人のつながり』の編集
　協力を受託（日本生命財団） ほか
・日本万国博覧会記念公園関連施設との連携事業
・第28回「松下幸之助花の万博記念賞」選考に関する業務を受託（松下幸之助記念志財団）

その他、｢日本展示学会｣の事務業務、同人雑誌『千里眼』の編集及び発行

みんぱくに集積された知的財産を活用するプログラムを企画し、博物館を支援する活動を実施するとともに、各種文化活動に協力しました。

博物館活動支援／地域活性化、文化振興協力事業

維持会員 正会員 
（家族会員を含む） ミュージアム会員 みんぱく

フリーパス
キャンパス
メンバーズ

110口 
法人54社、個人3名 1,554件 131件 116件 8校2学部

国立民族学博物館友の会 会員数
2020年3月末日時点の会費納入件数 
※登録件数ではありません
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みんぱくコレクション　館外での展示のご案内

兵庫県立歴史博物館 特別展

驚異と怪異
―モンスターたちは告げる―
会期：開催中～2020年8月16日（日）

特別展の見学にはオンラインでの事前予約に
ご協力ください。（常設展示は予約不要）。
会期変更前の前売券や招待券もそのままご
利用いただけます。
博物館の感染症対策については兵庫県立歴
史博物館のホームページをご確認ください。

開館時間 10時～17時（入館は16時半） 
休館日    月曜日 ※8/10（月・祝）は開館、8/11（火）は休館

観覧料    みんぱく友の会会員は大人800円 大学生550円
   （通常料金：大人1,000円、大学生700円、70歳以上500円、
　 障がい者250円／高校生以下無料）

主   催    兵庫県立歴史博物館、神戸新聞社、 国立民族学博物館、千里文化財団

兵庫県立歴史博物館　https://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo/

訪れるたびに発見があるみんぱくの展示。
あなたの「発見」をさがしに
遊びにいらしてください！

臨時休館に伴う
友の会会員のみなさまへの対応
新型コロナウイルス感染拡大防止による臨時休館に伴い、休館期間中にご登録
いただいていた会員のみなさまには、下記のとおり対応させていただきます。

■維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員 

　申請期間：2020年8月31日（月）まで 
　対　　象 : 有効期限が 2020年2月以降の会員証をお持ちの方 
　　　　　　（2020年6月18日以降新規入会者をのぞく）

ご入館いただけなかった相当期間分の特別フリーパス（入館証）を発行します。
すでにお送りしている所定の申請書にてお手続きください。なお、特別フリーパス
はご家族・ご友人にお譲りいただくこともできます。

※本紙掲載の情報は、2020年7月22日時点で決定している内容です。

梅棹忠夫生誕100年記念企画展
「知的生産のフロンティア」 に寄せて

話者： 中牧 弘允（千里文化財団 理事長、 民博 名誉教授）

第１回　梅棹忠夫が残した「こざね」とはどういうものか 
第２回　「こざね」から復元する梅棹忠夫の『日本人の宗教』 

オンラインレクチャーのご案内

https://www.senri-f.or.jp/tomomovie000/
友の会ホームページで公開中

電子ガイドとビデオテークが 
新しくなりました！
展示場内でご利用いただける展示解説装置

「電子ガイド」と世界の暮らしや文化を映像で
紹介する「ビデオテーク」が連動するかたちで
リニューアルしました。
新しい電子ガイドには、14 のストーリーに
基づいて展示の見学コースを提案する機能や、
電子ガイドの視聴履歴からおすすめのビデオ
テーク番組が紹介される機能などが追加され
ました。多言語化対応の充実もはかっています。

みんぱく友の会会員のみなさまは、会員
証の提示で観覧料が割引になります！


